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令和８年２月２７日 

1 

質問 

順 

議席

番号 
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨 

質問の 

相 手 

１ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

１．自転車通行空間の整備と自転車の安全利用の周知

について 

 

（１）内閣府は、自転車の安全利用のため自転車の交

通ルールの広報啓発に当たるよう示している。歩行

者や自転車利用者の安全性を速やかに向上させる

ことを重視して、自転車通行空間整備と、自転車の

交通ルール定着に向けた広報啓発について、どのよ

うな取組を行っているか、あるいは予定しているか

伺う。 

（２）中学生の通学用ヘルメットについては、指定品

であるがために日常で着用されない状況になって

いる。安全優先であり、市販品で構わないのではな

いか。考えを伺う。 

 

２．施設介護サービス・居宅介護サービスそれぞれの

現状について 

  うきは市の高齢者の割合は一貫して上昇傾向と

なっている。２０２０年の国勢調査の結果と社人研

の推計では、うきは市の将来人口は２０４０ 年に 

２０，７１７ 人、２０６０ 年に １４，０８５ 人

と予想され、そのうち６５歳以上が４３．９％、７

５歳以上が２８．２％になると推計されている。ま

た、施設介護においては特別養護老人ホームに多く

の待機者が出ている。 

 

（１）将来の人口動態や施設入所待機者の状況を考慮

して、今後想定される空き校舎の利活用として、校

舎整備を行い介護施設事業所を誘致する等の考え

がないか伺う。 

（２）居宅介護サービス事業者のサービス利用者宅へ

の移動距離、移動時間、人員不足等に関する負担に

ついてどう捉えているか、またそれに対する市とし

ての対応を伺う。 

（３）市独自（上乗せ）での介護施設職員就職支援の

補助事業を創設してはどうか。市としての考えを伺

う。 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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１ ２ 

髙木 

亜希子 

議員 

３．消防団への育休・介護休業制度導入について 

 

（１）令和 7年 4月から育児・介護休業法が段階的に

施行され、3 歳未満のこどもを持つ労働者や、介護

を行う労働者への支援が強化されている。消防団員

は非常勤の特別職の地方公務員であるため、直接適

用されるものではないが、消防団員の減少対策や、

仕事・家庭と地域活動の両立を支援するため、柔軟

に対応できる制度が全国的に進められている。うき

は市においても核家族、そして共働き世帯の増加に

伴い、このような制度を導入するべきだと考える。

市としての考えを伺う。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

２ ８ 

竹永 

茂美 

議員 

１．こどもたちを取り巻く教育の現状と取組について 

 

（１）「小中高生の自殺過去最多５３２人」、「１０・２

０代死因 1 位 G7 で日本のみ」と新聞で報道されて

いるが、若者の自死を防ぐ取組について伺う。 

（２）「２０２４年度相談件数 児童虐待微減２２．３

万件」「初の減少でも高止まり」と新聞で報道されて

いるが、こどもへの虐待を防ぐ取組について伺う。 

（３）不登校に対する取組について伺う。 

（４）法律改正により、教育委員会は「業務量管理・

健康確保措置計画」を策定し、総合教育会議へ報告

するとある。これを踏まえた上で、超過勤務削減を

行うためにどのような論議をし、どう取り組んだの

か伺う。 

 

２．旧浮羽東高等学校跡地の活用の現状について 

 

（１）旧浮羽東高等学校跡地の活用について、うきは

市の取組（補助金の内容と金額、成果）について伺

う。 

（２）ガーデンパーク構想とその進捗状況及びルリー

ロ福岡、地元との連携について伺う。 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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相 手 

２ ８ 

竹永 

茂美 

議員 

３．「物価高・官公需における価格転嫁への対応」と

「地域未来基金費（仮称）の創設」について 

 

（１）２０２６年度「物価高・官公需における価格

転嫁への対応」の具体的な取組について伺う。 

（２）「地域未来基金費（仮称）の創設」の具体的な

取組について伺う。 

 

市長 

３ ９ 

岩淵 

和明 

議員 

１．就学援助基準額について 

就学援助を必要と認める者の基準（以下認定基準）

について 

（１）現在の認定基準額は、うきは市の生活保護基準

額とは異なる算定基準で設定されていると受け止

めているが、うきは市就学援助要綱に示す基準額へ

見直しを求めるが所見を伺う。 

（２）認定基準となっている生活保護基準額は、毎年

４月に見直しされている。平成３０年６月１９日

「生活保護基準の見直しに伴い他制度に生じる影

響について」の通知を踏まえ、毎年適宜見直しを求

めるが所見を伺う。 

 

２．国保税の福岡県標準保険料への移行について 

 福岡県が示している「標準保険料」について 

（１）移行時期について、うきは市国保運営協議会答

申に記載があった、「令和 9 年度以降の税率改定に

あたって段階的な移行の検討」との記載があるが、

どのような過程を経て移行するのか、計画時期につ

いて具体的に伺う。 

（２）歳入の財源の見通しをどのように計画している

のか、説明を求める。具体的には、国保には、加入

者に係る財源と療養費に係る財源がある。歳入の

「保険税額」と、保険基盤安定負担金「保険税軽減

分」「保険者支援分」「財政安定化支援事業繰入金」

を合わせても、歳出における「納付金」について不

足が生じている。この分を繰越金、基金で賄ってい

たが、何で埋めていくのか伺う。 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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３ ９ 

岩淵 

和明 

議員 

（３）「納付金」について、「納付金ベースの統一」を目指す

との内容は、加入者が減少する中、総額は減少し、１人当

たりの額は上がっている。納付金ベースの額は、現状より

「上がること」を意味してはいないのか疑問がある。保険

税の負担の安定化が図れるのか伺う。 

（４）国保税課税限度額の改定について、運営協議会から答

申がされているが、該当世帯は「0.5％～1.5％以内にな

るよう法定されている」のか、低中間所得層の負担軽減に

なっているのか所見を伺う。 

 

３．うきは市公営住宅の退去費用について 

 市営住宅退去時における「原状回復」について 

（１）国が示すガイドラインの趣旨に沿って、建

物・設備等の経過年数を考慮して、経過年数に応

じて負担を軽減する考え方及び定額法による負担

割合となるよう具体的に見直しが必要と考える

が、所見を伺う。 

（２）市営住宅賃貸契約書には「連帯保証人」１名

を必要としているが、「予期せぬ高額の負債を負う

リスクを軽減する」目的で２０２０年４月民法が

改正施行されている。市営住宅賃貸契約書第１４

条には「上限額」が示されていない。退去時の負

担を含め、見直しが必要と考えるが所見を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

４ ５ 

組坂 

公明 

議員 

１．上水道事業について 

 

（１）これまで上水道事業においては、「フル整備にこ

だわらず、水にお困りの方々の支援を行いながら、

取り組んでいく。」とのことであった。また、一昨年

9 月「未来につなぐ私たちの水」のパンフレットを

本市全世帯へ配布している。うきは市として、上水

道事業について今後どのように進めていく考えな

のか伺う。 

 

 

 

市長 
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４ ５ 

組坂 

公明 

議員 

（２）上水道事業説明用パンフレットに記載されて

いる、「令和７年度ごろのうきは市水道事業基本計

画の策定を目指す。」について具体的に説明願う。 

（３）本市は、“水を引く市”ではなく、“水を育

て、守る市”として、環境整備を行っていけば、

このまま地下水メインを継続していくことは十分

可能であると考えるが、市長の見解を伺う。 

 

 

５ ７ 

野鶴 

修 

議員 

１．中山間地域の活性化対策について 

 

（１）つづら棚田はうきは市の中山間部を象徴する貴

重な財産だと思っている。しかし「棚田を守る会」

も高齢化が進み、後５年も経てば「棚田を守る会」

も存続が難しいと言っている。市長は「つづら棚田」

の保存に対しどのように考えているのか。保存する

のであれば、その具体策はあるのか伺う。 

（２）中山間地域の活性化を図るため、新たな施策と

して「アルベルゴ・ディフーゾ」という取組がある

が、このことについて、うきは市として調査・検討

したことはあるのか。なければ、今後検討する考え

はあるか、市長の見解を伺う。 

（３）中山間地域の活性化のためにはやはり専門的な

人材が必要である。現在の農林振興課の組織体制・

人員配置では実現するのは難しいと思われる。新た

な人的措置が必要と思うが、市長の所見を伺う。 

 

２．農業生産基盤を担う後継者育成のための施策につ

いて 

 

（１）農業を担う後継者は年々減少し、農業を営む生

産基盤は危機的状況になってきている。中でも果樹

栽培の後継者不足は深刻な状況である。市として、

今後５年～１０年後のうきは市の農業を守るため

どのような施策を検討しているのか伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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５ ７ 

野鶴 

修 

議員 

（２）特定地域づくり事業協同組合制度等を活用し

ての農業生産基盤組織の設立と運営について、改

めて JAにじと協働して実施できないものか。市長

の考え方を伺う。 

 

３．筑後川温泉街の活性化対策について 

 

（１）筑後川温泉街の活性化について、令和７年９

月に４点ほど提案を行った。その中で温泉街中心

地にある市有地を温泉組合と協議して有効活用す

るように言ってきたが、令和８年度において何か

具体的な対応を行う考えがあるのか、市長の考え

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

市長 

６ ６ 

佐藤 

裕宣

議員 

１．上水道整備事業について 

 

（１）昨年３月の一般質問での市長答弁で、全戸整備

にはこだわらないとの答弁を頂いた。また水質調査

を基にしたマップを作成中とのことであった。マッ

プは全員協議会で我々議員には示していただいた

が、その後の対応、方向性が市民にも我々議員にも

全く見えてこない。上水道整備事業の進展状況につ

いて伺う。 

（２）上水道整備事業については何年も議会で議論は

しているが、計画性が見えてこない。住民への説明

も含め、タイムスケジュールを作成し、解決に向け

て前に進めるべきではないかと考えるが、市長の見

解を伺う。 

 

２．浮羽究真館高校支援策について 

 

（１）高校支援策として通学費補助等が当初予算に計

上されているが、担当部局内や学校側と十分協議を

行った上での施策であるのか伺う。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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６ ６ 

佐藤 

裕宣

議員 

（２）前回の一般質問で支援策の前段として、コンソーシア

ムの立ち上げを提案したが、検討は行っているか伺う。 

 

３．コミュニティ・スクールについて 

 

（１）コミュニティ・スクール制度の持つ意義、必要

性について教育長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 


